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　おかげさまで、生協しまねは今年11月19日で創立40周年を迎えることとなりまし
た。行政をはじめ、地域諸団体の方々、お取引先の方々、そして7万余の組合員に
支えられ今日を迎えることができたことに対し、心よりお礼と感謝の意を表したいと
思います。
　生協しまねの創立は1984年ですが、設立準備は1981年から始まりました。私事
で恐縮しますが、1981年4月、地域購買生協設立を条件に、医療生協である松江
保健生協の職員として採用された私は、入って早々、今年で再建50周年を迎えら
れたおかやまコープ、当時の岡山市民生協に半年間研修に出させていただきまし
た。そして翌年、松江保健生協第30回総代会で「購買事業部」を新たに設け、私
を含め保健生協職員3名が専従となり、生協商品11品目、組合員62名での設立
準備に向けた事業活動をスタートさせたのです。
　全国的には70年代当初より地域生協づくりが始まり、班を基礎とした共同購入
事業がシステム的にも確立され、COOP商品も次から次へと開発が進んだ時代で
した。生鮮商品も鳥取東部生協（現 鳥取県生協）からの紹介で和歌山県にある
下津農民組合の温州みかん、マルイ農協直販（現 マルイ食品）の冷凍若鶏正
肉、林兼産業の冷凍黒豚バラ肉、利岡商店（現 シーサット）の冷凍切り身魚、さと
の雪食品の充填豆腐、また、地元では雲南農協・頓原加工所（現 JAしまね雲南
地区本部）の頓原みそ等、創立の1984年11月までには一通りの商品を取り揃える
ことができました。
　改めて近隣生協の皆様、お取引先の皆様のご支援、ご厚情に感謝申し上げる
と共に、ビジョン「共に生き 共に創る豊かなくらし」実現に向け、今後とも一層の努
力をして参ります。引き続き生協しまねに対するご支援ご鞭撻のほど、心よりお願い
申し上げます。
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安井　光夫

　このたび、生活協同組合しまねが創立４０周年を迎えられ、併せて記念誌発行
の運びとなりましたことを心からお慶び申し上げます。
　生活協同組合しまねにおかれましては、昭和５９年に創立され、「共に生き 共に
創る豊かなくらし」を目指し、商品の安全安心を求めた供給事業に取り組まれ、組
合員の生活安定に大きな役割を果たしてこられました。
　また、人と人との繋がりを基本とした助け合いや社会貢献活動にも取り組まれ、
組合員のみならず広く県民の暮らしに大きく貢献してこられました。
　これもひとえに組合員、役職員の皆様のたゆまぬご努力によるものであり、深く敬
意を表します。
　今後とも県民生活における様 な々分野の課題解決に向け、地域社会と連携を
図っていただきながら社会情勢の変化にも対応した幅広い活動を展開いただきま
すことをご期待申し上げます。
　県としましても、近年の消費者被害の多発による、消費者の不安の高まりを受
け、消費生活相談体制の充実・強化、消費者被害の未然防止・拡大防止、消費
者教育の推進等、県民の安全安心な暮らしを守るための取組を進めてまいりたい
と考えておりますので、一層のご理解とお力添えをお願いいたします。
　結びに、生活協同組合しまねの今後ますますのご発展と、組合活動に取り組ま
れているすべての皆様のご健勝とご活躍を祈念申し上げまして、お祝いの言葉と
いたします。

祝  辞

島根県知事

丸山　達也

40年のあゆみ（年表）
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　生活協同組合しまねの創立４０周年にあたり、全国の生協の仲間とともに心よりお祝
い申し上げます。
　貴生協は、１９８４年の創立以来、多くの困難の中で歴史を積み重ねてこられた皆様
のご努力に対し心より敬意を表します。
　地域においては、「おたがいさま」活動をはじめ、くらしを守るさまざまな活動や、協同
組合・地域諸団体との連携、協同の活動など全国の生協をリードする取り組みをすす
めてこられました。
　全国の生協においても、２０３０年ビジョンの「つながる力」を大切にし地域の皆様と連
携・協力しながら、様 な々活動や支援に取り組んでいます。
　今後、少子高齢化、人口減少が急速に進み、貧困や格差など、ますます地域の課
題は多様化し、深刻化していきます。こうした地域での課題解決にむけ、より一層様 な々
団体が連携し、取り組んでいくことも求められています。
　長引くインフレで、消費者・組合員のくらしはますます厳しい状況が続いています。
　生協の事業経営においても、物流経費をはじめあらゆるコストが増加し、現場をはじ
めとする体制の不足など、厳しい経営環境が続いています。
　そして、世界の軍事的緊張も一段と高まる中で、私たち生協は、平和と核兵器廃絶
の願いを広げるとともに、SDGsの「 誰一人取り残さない 」取り組みを、組合員、全国の
生協、そして地域の皆様といっしょに、より一層連携して進めていきましょう。 
　４０周年を迎え、これからも、組合員の皆様と共に力を出し合い、よりよい地域の未来
に向けて、ますます力強く発展されますことを祈念申し上げ、お祝いの言葉とさせていた
だきます。

祝  辞

日本生活協同組合連合会
代表理事会長

土屋　敏夫

　生協しまねの４０周年を心からお祝い申し上げます。
　この４０年間、地域社会において生協しまねは、健康的で持続可能な生活を支
える重要な存在として、多くの方 に々愛され、信頼されてまいりました。その歴史と成
長を讃えると共に、未来への展望を共有できることを誇りに思います。
　４０年の歳月は皆様の熱意と努力によって築かれたものです。地域の課題に真
摯に向き合い、日々 の生活を支える商品とサービスを提供してこられたことに心より
感謝申し上げます。持続可能な消費の推進、そして社会的責任の実践において、
生協しまねの果たされた役割は計り知れません。具体例としては、地域つながりセ
ンターを通じ「おたがいさま」の精神で地域の方 と々共に歩み、地域の発展に寄
与、さらに昨年から県内の市町村と包括支援協定を結び、高齢者の見守り活動
など積極的に推進しています。時代の変化に即応し、新たなニーズに応えるため
に、革新的なアプローチを取り入れていくことが生協しまねの使命です。地域の
方 と々共に、地域社会の発展に寄与していくことで、その存在意義を示し続けるこ
とが出来ると確信しています。
　最後に、これからも地域の皆さまと共に築き上げ、さらなる飛躍と発展を期待し、
お祝いの言葉といたします。

祝  辞

島根県生活協同組合連合会
会長理事

矢倉　　淳

　生協しまねの40周年おめでとうございます！
　くらしと協同の研究所も昨年30周年を迎えましたが、これまで本研究所に参加
し、ともにすすんできたこと、感謝の意を申し上げます。
　くらしと協同の研究所は1993年創立以降、都市部での生協の発展とともに、地
域社会での生協の発展についても注目し、西日本各地で研究会や調査活動をす
すめてまいりました。たとえば、1997年には島根県松江市で「しまねシンポジウム 地
域のくらしと協同を考えるーしまねからの発信」を開催しました。ここでは1995年の
生協しまねの組合員調査の結果をふまえ、超高齢化が日本のなかで特に進むエリ
アにおける生協の役割や課題などについて話し合われました。さらに2007年の本
研究所総会記念シンポジウムでは、生協しまねのおたがいさまの事業に注目し、地
域社会での協同について話し合いました。このように生協しまねの取り組みは、そ
れぞれの地域に根ざしてそれぞれの地域の人 と々ともに歩む生協のあり方を示す
ものとして、私たちは学んできました。
　変化する21世紀の社会において生協しまねの果たすべき役割、使命はさらに
重要でしょう。ますますのご挑戦ご発展を祈念し、本研究所もともに学び歩んでいき
たいと思います。

祝  辞

くらしと協同の研究所
理事長

若林　靖永

　生協しまねの創立４０周年、誠におめでとうございます。
　生協はたくさんの人たちの協力、協同によって営まれてきたものであり、４０年の
間に関わった人たちと共に喜び合いたいと思います。数ヶ月前のことですが、生協
しまねの創立時に近所を一軒ずつ訪ね、組合員にお誘いしたという９０才を超える
組合員の話を聞く機会がありましたが、そういう人たちのおかげで今があるのだと
実感させられました。
　私自身は、２０年を超える生協しまねでの活動を通してたくさんの学びをさせても
らいました。組合員一人ひとりのくらしをていねいに見ていくこと、一人ひとりのくらし
が多くの組合員にも見えるようにすること、そういう総代会づくり、また、生産者・取引
先との提携のあり方の見直し等 を々通してです。
　また、組合員が主体となって始まった有償たすけあいシステム“おたがいさま”の
島根全体への広がりを見せてもらうことで、改めて生協という組織の可能性なども
実感させてもらいました。
　島根県は、日本社会の変化と同じく、高齢社会、人口減少、過疎化などに見舞
われ、生活者にとって生協の存在感がますます高まるわけですが、改めて、協力・
協同の力でその存在感を高めていくことを願っています。

祝  辞

元生協しまねアドバイザー

毛利　敬典
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　私が生協しまねの設立準備委員として活動し、発起人の１人となったのは、ある方の訪問がきっかけで
した。それは、当時たった３人しかいなかった職員の勝部さんでした。両手に生協商品を持って、生協とは
何ぞやを語られました。すぐに近所の方を集めて班を作ることになり、あれよあれよという間に自然と設
立準備委員会に入り、生協を広げる活動をするようになりました。 “良いものだから広げたい”という想
いを持ちながら、生協商品を抱え、１軒１軒お宅を訪問したものです。加入いただくこともありましたが、
なかなか上手くはいきません。しかしながら、当時を振り返っても、“苦しかった”という想いはありません。
むしろ楽しかった。それは、“私たちの生協を私たちの手で創り上げている”という実感があったからです。
　生協設立賛同者も2,025名に増え、いよいよ創立を迎える日、“自分たちの生協がようやくできたんだ”
という想いに満たされたことを鮮明に覚えています。あれから４０年。関わり方は違えど、生協はずっと私

の日常生活に溶け込んでいます。生活の中に生協が当たり前にあること…それは、私の安心につながっています。

　私の生協活動の中で最も印象に残っているのは、“平和活動”の取り組みです。創立の１年前に初めて『母と子の平和映画会』を上
映しました。上映日は出産予定日の１０日前だったので、大きなお腹をさすりながら司会者としてあいさつをしたことを覚えています。
当時も今も、安心して暮らせることが生活の中で一番大切だと思っています。日々の当たり前にあるくらしの根底には平和がありま
す。日本生協連の創立時の｢平和とよりよい生活のために｣のスローガンを忘れず、これからもくらしと平和を守る生協であることを
願っています。

生協のあるくらし
生協しまねビジョン

一つひとつ創り上げてきた、“私たち”の生協

松江市
柏木 小枝子さん

仁多郡
内田 満子さん

1.

2.
  
3.
 
4.
　 
5.

私たちは、一人ひとりが「自分らしく生きる」ことと、人との関わりをより豊かにすることを
大切にしていきます。
私たちは、おしゃべりから生まれる知恵や元気、安心感、共感を大切にし、新しいくらしづく
りにつなげていきます。
私たちは、安全安心な「食」を基本にして、一人ひとりの「くらし発」の想いや工夫を交流し、
つなぎ、より豊かな「食文化」を創っていきます。
私たちは、安心して住み続けられる地域をめざし、他団体や行政などと連携・協同して、新
たな生協の役割を創っていきます。
職員は、組合員から得たくらしの知恵や工夫をつなぎ、循環させて、組合員のよりよいくら
しづくりに役割を発揮します。

ビジョンを実現するうえで大切にしたいこと

自分たちで創り上げる実感

当たり前のくらしの根底には平和がある

　私が生協に加入したのは、配送エリアが仁多郡まで拡大した1988年です。その頃は勤めに出ていた
のですが、別の職場の方から「生協っていうのがあってね、安心して食べられる食品を職場に届けてくれ
るから、とっても便利よ」とすすめがあって、職場の仲間７人でスタートしました。
　当時はカタログが班に１セットしかなく回覧していました。１週間で７人がカタログを見なければいけな
いので、休憩時間に見たり、回ってきた日の夜に見て翌朝次の方に回したり、なんとか間に合わせるのに
必死でした。現金による集金も自分たちで行っていました。順番に集計係を務め、それぞれが注文した商
品の代金を集めて配送担当者に渡すのですが、いくら数えても１０円や２０円が合わないことはしょっちゅ
うでした。商品も班全員の商品が一カ所に置かれているので、仕事終わりにみんなで仕分けを行いまし
た。一人が仕分け表を見て商品名を読み上げ、誰がはやく見つけるか、かるた取りのように競っていまし

た。今考えると大変なことが多かったのですが、当時はそれがとても楽しかったです。みんなでわいわい仕分けをしたり、その場で「こ
れおいしいよ」「こんな食べ方があるよ」と交流する時間が楽しみでした。
　間違えて卵を大箱で注文してしまったこともありました。大箱ですから、卵が８０個くらい入っていて、１家族ではとても消費をしきれ
ません。そんなときは「私はこれだけ持って帰るよ」「近所の方に配るよ」と言って、班のみんなが協力して分け合い、ホッと一息ついた
こともありました。

　カタログが1人１セット、商品が個別に分けられて届くようになったときには感動しましたが、同時にあの頃の賑やかさを懐かしく思
いました。夜遅くに仕事から帰るとお店はどこも開いていない時代、冷蔵庫に生協商品があることは、安心にもつながっていました。
昔も今も、生協はわたしのくらしに欠かせない存在です。

創立初期の、忘れられない思い出　
大変だったけど楽しかった

くらしに欠かせない存在

　私たちは、生協しまね2000年ビジョン「想いをかたちに～共に創る豊かなくらし」を掲げ、「一人ひとりが自分らし
く生きる」ということを活動の指針とし、「くらし発」の事業や組合員活動に取り組んできました。
　そして、ビジョンのもとでの活動は、「人と人との関わりがより豊かになればなるほど、新たな活力、元気が生ま
れ、豊かなくらしづくりへとつながっていく」ことを導き出しました。現に、班をはじめ生協の集まりの場では、お互
いに自分の想いを発信しながらも、その場をより良いものにするためのはたらきかけが生まれています。それは、
お互いを「思いやる心」の循環を生み出して「共に生き、共に創る」共存在の居場所づくりにつながっていきます。
　一方で、急速な少子高齢化・人口減少、コミュニティの衰退、くらしや「食」の市場化等が人々の孤立を招き、私た
ちを取り巻く社会は見通しの立てづらい不安に満ちた状態です。とりわけ、くらしの根本である日常的な「食」が、な
いがしろにされるような傾向は事態の深刻さを端的に示しています。
　私たちは、このような中にあって組合員・生産者・職員と共に、日々のくらしづくりの土台である「食」と「食文化」
をより豊かにしていく取り組みを強めていきます。
　そして、つながりを通じてお互いの存在とくらしを認め合い、尊重し合える関係の中で「一人ひとりの自分らしい
くらしづくり」に軸足を置き、「私たちの未来は、今のくらし振りから生み出される」ことを自覚しつつ進みます。
　さらに、さまざまな「場」においては、お互いの当事者感覚を大切にしながら「共に生き、共に創る」組織として連
携と協同を広げ、誰もがくらしやすい社会を創り出していきます。

はじめに

2002年　第１８回通常総代会にて、ビジョン「想いをかたちに～共に創る豊かなくらし～」議決
2017年　第３３回通常総代会にて、新ビジョン「共に生き 共に創る豊かなくらし」　議決
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　『なないろ食堂』は、子ども
たちへの食事の提供、学習の
場の提供、学習支援や世代間
交流の活動を行う場として、
2016年にスタートしました。
地域のみなさんの協力もあ
り、餅つきやじゃがいもの種
植えなど、様々な体験も行っ
ています。生協しまねの取引
先からも商品の提供をいただ
いています。

　2024年2月21日、益田市に
おける様々な課題を密接に連
携することで解決を図るため、
益田市と「地域活性化包括連
携協定」を締結しました。これを
契機に双方の資源を有効に活
用し、災害対策、高齢者等の見守り、子育て支援、その他地
域社会の活性と住民サービス向上等に貢献していきます。

　「住民のくらしを便利にしたい」という、益田市の匹見下
いいの里づくり協議会からの協力要請に応え、2024年5
月、協同による買い物支援をスタートしました。生協しまね
が匹見下公民館まで商品をお届けし、公民館で世帯別に
商品を仕分けた後、協議会の住民ボランティアが各ご家庭
へお届けする形です。住民ボランティアは、商品のお届けと
同時に住民への声かけも行い、見守り活動としての役割も
担っています。

※島根県農業協同組合、松江保健生活協同組合、ひかわ医療生活協同組
合、出雲医療生活協同組合、おたがいさま（まつえ・やすぎ、いずも、雲南、
大田、浜田、益田）、生活協同組合しまね

　2011年から６団体（JA島
根中央会、JAくにびき、松江
市社協、松江市地区社協会
長会、松江保健生協、生協し
まね）による「地域ケア連携
推進フォーラム」を定期的に
開催し、「誰もが安心して暮らせる地域づくり」を目指して交
流を重ねました。そして、その取り組みも生かしながら、島根
の地域づくりと県民の「安心のくらしづくり」を支えるために、
2014年『地域つながりセンター』を諸団体と共に設立しまし
た。202３年３月末現在、地域つながりセンターは１１団体※で
構成されています。おたがいさまの支援やなないろ食堂、
フードバンク「あったか元気便」等の運営を担っています。

　2017年から地域の諸団体による、子どもを抱える生活
困窮世帯を対象としたフードバンクの取り組みを試験的に
スタートしました。そして、２年間の準備期間を経て、2019年
に任意団体として活動をスタート。2022年には利用者から
も地域からもより信頼される組織として、さらに広がりをつ
くるためにNPO法人として活動しています。
　2024年３月末現在は、松江市の就学援助世帯の子ども
たちに給食のない長期休校期間の年４回を基本に、個人・団
体・企業、そして生協しまねの組合員・職員から寄付いただ
いた食品をお届けしています。利用世帯は松江市内の小・中
学校20校を対象にのべ2,075世帯。食品総量32トンをお
届けしました（2024年3月末）。

『隠岐漁師のあ
らめ』でお馴染
みの隠岐の島づ
くり㈱での見学
の様子

　2020年、コロナ禍で活動休止と
なった「地域ネット」「子育てくらぶ」の
メンバーの希望者に試食品をお届け
し、感想やアレンジレシピ、知恵や工
夫などをアンケートでお聞きしました。
いただいたアンケートを元にニュース
を作成し、参加者へお返しすること
で、組合員どうしの交流を図りました。

　2019年、山陰放送が主催する「は
じめて箱」の取り組みに賛同し、生協
商品の提供と「はじめて箱」のお届け
をスタートしました。お子さんを迎え
たご家族へ祝福の気持ちを込めて
お届けしています。

隠岐の島への配達開始

はじめて箱スタート

■自宅で行う組合員活動『おうちDE試食』
　2015年3月、生協についてより知っていただくと同時
に、隠岐の島町の組合員の想いを聞かせていただく機会
として懇談会を開催しました。現在のステーション方式で
の不便さやご自宅への配送を希望される意見も出されま
した。

■隠岐の島組合員懇談会

　2018年より試験的に行っていた班配送ですが、2022
年10月に隠岐の島出張所稼働に伴って、本格的にスター
トしました。現在は41カ所の班に配送しています。班の結
成条件は組合員５名以上となっています（2024年3月末）。

■隠岐の島出張所稼働・班配送スタート

　2021年には隠岐の島で初めておしゃべりくらぶの結成が
ありました。2023年には支所エリア委員会が組織され、初め
て隠岐の島の組合員を対象に工場見学が企画されました。
隠岐の島でも徐々に組合員活動が広がりを見せています。

■隠岐の島での組合員活動の広がり

　「隠岐の島でも生協商品を利用したい」という声に応え、
2014年9月、組合員136名でステーションの利用形態でス
タートしました。当初拠点は隠岐の島町岬ステーションのみで
したが、2015年には五箇ステーションが開設されました。
現在は818名の組合員が利用しています（2024年3月末）。

　2021年2月、ZOOMお
しゃべり会を開催しました。組
合員がそれぞれの自宅からＺ
ＯＯＭをつないで、オンライン
上で「さば缶」についての使い
方やレシピ、家族の反応など
を交流しました。

■ＺＯＯＭさば缶おしゃべり会

諸団体・地域と連携して地域課題に挑む

地域つながりセンター設立

　少子高齢化・人口減少、地域コミュニティの衰退などがもたらす地域課題に対して、自治体や
生協しまねだけで解決を図るのは困難です。地域の課題について諸団体や地域・自治体と連携すること
で、誰もが安心して住み続けられる地域を創り出していきます。

フードバンクしまね『あったか元気便』スタート

益田市と「地域活性化包括連携協定」を締結

　2024年8月９日(金)、津和
野町と「高齢者の見守り連携
協定」を締結しました。津和野
町と生協しまねが相互に連
携し、高齢者の要援護者の早
期把握、必要な支援が行える
ように協力していきます。

津和野町と「高齢者の見守り連携協定」を締結

匹見町匹見下地区での取り組み
『なないろ食堂』スタート

誰もが安心して住み続けられる地域づくり

　2020年、新型コロナウイルスの感染が拡大し、組合員ど
うし顔を合わせて交流することがままならなくなりました。そ
んな中でも、組合員のみなさんとのつながりや組合員どうし
の情報交換を大切にしていきたいと、“集まらなくてもつな
がれる”組合員活動のかたちを模索しました。

　人と人との関係性が希薄化する中、生協しまねでは、人との関わりがくらしを豊かにするという
理念のもと、組合員や地域住民がつながりあう機会を創り出しています。

　2021年、身近な人どうし
が集まって、自宅でもできる
新しい組合員活動、『おしゃ
べりくらぶ』『子育てくらぶ』
がスタートしました。これまで
は小学校単位で作る『地域
ネット』、支所単位で作る『子育てくらぶ』でしたが、小さい単
位の集まりの場が、県下にたくさん広がるよう、「組合員が３
名以上集まる」ことで結成できるようになりました。

■“おしゃべりくらぶ・子育てくらぶ”スタート

新しい組合員活動のカタチ
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2016年1月、西日本を襲った大寒波によって全ての園地
が被害を受けました。

［組合員からの支援募金］769,666円

●天草ジューシー出荷組合（天草晩柑）

2016年８月～９月、北海道、東北地域を襲った台風の影
響により、収穫前の農産物に甚大な被害がもたらされました。

［組合員からの支援募金］1,234,704円

●㈱折笠農場（玉ねぎ・じゃがいも・人参）

2019年10月に発生した台風19号の影響で千曲川の堤
防が決壊し、合計耕作面積約11haの内6haの畑が水没
被害を受けました。生協しまねの職員５名が園地の復旧
作業の応援にあたりました。

［組合員からの支援募金］2,088,595円

●サン・くらふとの会（りんご）

　県内の農業支援と農産物の普及を
目的に２０２０年８月に「㈱まい・しまね
流通ラボ」を設立しました。「美味しま
ね認証」を受けている農家の支援を積
極的に行い、現在２１社の生産者に協
力をいただきながら、関西方面の大手
スーパーへの出荷、生協しまねのカタ
ログ「だいすき」での企画を行っていま
す。事業の拡大を行いながら、障がい
者雇用も目指していきます。

下記の災害について、組合員のみなさんに支援基金のご協
力をお願いしました。

2014.8
2015.9
2016.4
2017.7
2018.4
2018.7
2020.7
2024.1

広島市豪雨土砂災害
関東・東北豪雨災害
平成28年熊本地震
九州北部豪雨災害
島根県西部地震災害
平成30年7月豪雨災害
令和2年7月豪雨災害
能登半島地震

2014年8月 広島市豪雨災害支援

2018年7月 平成30年7月豪雨災害（江津市） 2024年1月 能登半島地震

2018年4月 島根県西部地震

安心・安全な食を届ける

産直の取り組み

　“安心・安全”は誰かが与えてくれるものではなく、組合員・メーカー・生産者と一緒になって創り上げて
いくものという考えのもと、お互いが理解し合う取り組みを行っています。

　生協の産直は、生産者と組合員のおたがいの顔が見える
『産地直結』の活動です。組合員が生産者の顔を知るだけに
とどまらず、生産者と組合員、生協が心のふれあいを通して
おたがいを理解していくことを大切にしています。特に、交流
会や学習会を通して双方の想い・願いなどを本音で出し合
い、“共に創る”関係を築いていくことを目指しています。

復興支援

職員がボランティアに参加

　この１０年を振り返るだけでも、全国各地でたくさんの自然災害が発生し、甚大な被害を受けました。生
協しまねでは、組合員のみなさんへ支援募金への協力の呼び掛けをはじめ、復興支援のボランティアに参
加し、１日も早い復興・復旧を願いました。

これまでの「復興支援基金」報告

㈱まい・しまね流通ラボ設立

折り鶴昇華再生活動

未来を創る

SDGｓの取り組み

　2015年、国連で2030年までに今生きている人々だけでなく、何世代も先の人々が、この地球で人間
らしく暮らし続けるための目標であるSDGsが定められました。生協の果たす役割に大きな期待が寄せら
れています。これはビジョン「共に生き 共に創る豊かなくらし」にも合致します。持続可能なくらしに向け、
取り組みを一層充実していきます。

　安心・安全な食を持続可能なものにするためには、産地と組合員がおたがいに支え合うことが必要です。
これまで何度か災害に見舞われ、農作物被害が発生しましたが、その度に助け合ってきました。

　ビジョン「共に生き 共に創る豊かなくらし」実現は、SDGｓ
が目指す世界と重ね合わせることができます。誰もが安心し
て住み続けられる地域を創り出していくため、生協しまねも
SDGsの取り組みを進めました。

(有)リサールベルデ 
産直泥付き白ネギ収穫体験交流会

マルイ食品㈱オンライン学習会

　産直提携先である津軽産直組合の生産者の「外見より味に
重点をおいた、よりおいしいりんごを組合員に届けたい」という
想いから、2015年に『葉とらずりんご』の取り組みをスタートし
ました。毎年職員が生産者の園地を訪れ、りんごづくりのご苦
労を体験したり、生産者に島根にお越しいただき、組合員と交
流する機会を設けることで、組合員の名付けた「葉っぴー」の
名前とともに、徐々にお互いの理解が深まっていきました。

　日々のくらしのなかに「エシカル消費」の意識が広がるよ
う、２０２０年より『エシカルチャレンジ』を実施しています。
　環境や社会に配慮した商品に付
いているエシカルマークを集める
ことで、「こんなにもたくさんの商品
についているなんて知らなかった」
「これからマークを意識して買い物
します」との意識の変化も見受けら
れました。

　２０１６年より世界中から広島の平和記念公園に届けられ
る折り鶴を再生原料になるように分別し、ノートやカレン
ダーなどの商品化に役立てる『折り鶴昇華再生活動』をス
タートしました。折り鶴についていた平和のメッセージを読
み、平和へ想いを馳せたり、平和について考えるきっかけに
なっています。

■葉とらずりんご「葉っぴー」の取り組みスタート

産地を支える取り組み（支援募金）

　2022年、「持続可能
なしまねのくらしの実
現を目指して」をテーマ
に、全３回で学習会を行
いました。学習と体験を
通し、普段のくらしの中
でできることをみんなで一緒に考える機会になりました。

■SDGｓ勉強会

■エシカル消費の取り組み

　２０２３年８月、浜田支所・益田支所のエリア委員会と西
部担当の組合員理事が、しまね環境アドバイザーの上潟
口さんをお招きして、環境に配慮した献立作り、買い物、
調理、食事、片付けを行う『エコクッキング』に挑戦しまし
た。

■フードロスの取り組み
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島根県浜田市

青ねぎ･ミニチンゲン菜
サラダ水菜・小松菜

いわみ地方
有機野菜の会

熊本県天草市

天草晩柑

天草ジューシー
出荷組合

熊本県宇城市

三角みかん

みすみファーム

北海道中川郡幕別町

じゃがいも・玉ねぎ・人参

折笠農場グループ

北海道釧路郡

つるい牛

ホクチクファーム

長野県長野市

紅玉・王林・サンふじ

サン･くらふとの会

和歌山県海南市

みかん・清見オレンジ

しもつ
コープファーム

青森県青森市

サンふじ・サンつがる
王林・紅玉・ごぼう

津軽産直組合

鹿児島県出水市

南国元気鶏（精肉）

マルイ食品

広島県福山市

なかやま牛
（高原黒牛･神石牛）

なかやま牧場
鳥取県米子市

泥付白ねぎ・人参・小松菜
サラダ水菜・玉ねぎ

べこ会＆まるせい

島根県出雲市

まい！しまねの牛乳
まい！しまねの1.0低脂肪牛乳

島根中酪株式会社

島根県出雲市・大田市

産直こめたまご

JAいずも
・福田ファーム
・旭養鶏舎

熊本県菊池郡

本田さんの人参

大自然ファーム

現在の到達点 生協しまねの未来を見据えて

●数字でみる生協しまね
■年間供給高（売上高）：93億255万円
■組合員数：72,201人
■加入率：24%
■出資金：30億6,591万円
■支所数：７支所 ＋ 本部、商品センター、隠岐の島出張所
■地域ステーション（大型）：29
■ＰＢ商品：7　
　・産直こめたまご（JAしまね出雲地区本部）
　・まい！しまねの牛乳（島根中酪株式会社）
　・まい！しまねの1.0低脂肪牛乳（島根中酪株式会社）
　・ヨーグルトプレーン（島根中酪株式会社）
　・県内産大豆100％もめんとうふ（石見食品株式会社）
　・まい！とうふじゅうてんくん（石見食品株式会社）
　・産地指定米きぬむすめ（JAしまね石見銀山）

「地域と共にあゆみ続ける生協をめざして」
■組合員活動：　
　おしゃべりくらぶ：191くらぶ　716名
　子育てくらぶ：7くらぶ　22名
　サークル：43サークル　199名
　夕食宅配数：１日あたり約1,600食

産直産地
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（2023年度末時点）

　お陰様で生協しまねは昭和、平成、そして令和の三つの時代潮流から節目となる創立40周年
を迎えることができました。また、今期は隠岐の島町へ事業エリアを拡大して丸10年を迎え二重
の喜びを感じています。こうして事業活動の取り組みができるのも、ひとえに歴代の礎に託された
役職員と理事、組合員、そして関係団体の皆様方のご支援、ご協力の賜物と心より厚く感謝申し
上げます。モノが不足した時代から経済は活発化し、モノが溢れる時代へと進化するなか、歴史
は心の豊かさを重視し生協しまねは「共に生き 共に創る豊かなくらし」をビジョンに掲げ、おしゃべ
りの中から豊かなくらしを創造してきました。県下7万２千人の組合員と向き合う役職員、理事の皆
さんがイキイキと笑顔で寄り添い、お互いにくらしを共有し合うことで共感を呼び起こしています。ま
た、ささえあいの世界はくらしを紡ぎ、おたがいさまの活動をとおして広がっていることも実感できま
す。学んできたしまねの歴史を踏まえ、自分らしく生きる姿の価値観を共有しながら、これからの生
協しまねの未来を描いて参りたいと思います。
　結びに、地域社会は超高齢化を迎え、島根県は全国よりも時代を先駆ける情勢と認識してい
ます。人口減少による地域経済への影響は益々大きくなっています。また、世界を見渡せば国際
テロリズムや大量破壊兵器の持つ挑戦から緊張が一層強まっており、対話による国際平和の実
現に向けた活動を全国の生協の仲間と結束して取り組まなければなりません。先々が見通せな
い社会を背景に、生協しまねはこれからも地域実態に見合った「共同体」創りに覚悟を持って積
み上げ、地域に暮らす人々への役立ちの実現に向け、役職員をはじめ組合員、諸団体と連携し
ながら豊かな地域社会に貢献できる生協創りに躍進して参ります。引き続き皆様方のご指導ご鞭
撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

専務理事

小林　健吾

「未来に向け、つながりづくりをより強固に」
　40周年を迎える今年の11月、これまでの皆様の温かいご支援に心から感謝申し上げます。
　こうしてこの日を迎えることができましたのは、ひとえに組合員の皆様、お取引先様、地域におけ
る活動を支えて頂いた関係先様、そして、これまで多くの喜びや苦労を共にしてきた働く仲間の
力だと思っております。あらためて御礼申し上げます。
　私が生協しまねに入協したのが1988年、当時は17,000名余りの組合員数で『班配送』のみの
利用形態でした。それから36年経ち、今や県下で約72,000名の組合員数となりました。その間、
社会情勢の変化に伴い、『地域ステーション』『個人宅配』『なかよし個配』の利用形態に加え、
『夕食宅配』も含め、福祉的な要素も加味し、各種サポートサービスも行うことで多くの方にご利用
頂く状況に至っています。
　特にコロナ禍の2020年以降は、生協の宅配事業への期待から『個人宅配』が大きく伸長し、
直近の5年間で約3,600名の組合員数の増加（それまでの５年間は約1,500名増加）と個配ニー
ズが一気に高まりました。生協を選んで頂く理由は『安全・安心』『利便性』もありますが、関係性
が希薄になる世の中でも組合員活動における『組合員同士のつながり』また、事業活動における
『組合員と担当職員とのつながり』に期待した声も多く寄せられています。
　これからの未来に向け、こうした様 な々場面での『つながりづくり』を大切にして組合員、地域に
貢献することを大切にし、皆様と共に歩んでまいります。今後とも変わらぬご指導ご支援を賜りま
すよう心よりお願い申し上げます。

常務理事

門脇　文隆
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事業所・理事会・監事会

紹 介

大田支所雲南支所

本   部

益田支所浜田支所松江北支所隠岐の島出張所

出雲支所松江南支所

INTRODUCTION
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理事会

監事会

コープCSネット出向 商品センター

益田市と「地域活性化包括連携協定」を締結 フードバンクしまね「あったか元気便」
の取り組みスタート

能
登
半
島
地
震
Ｍ
７
．６

令
和
６
年
９
月
能
登
半
島
豪
雨

石
破
内
閣
発
足

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
侵
攻

安
倍
元
首
相
が
撃
た
れ
死
亡

旧
統
一教
会　

政
治
問
題
化

核
兵
器
禁
止
条
約
発
効（
批
准
国
50
国
・
地
域
を
超
え
る
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
タ
ー
ト

デ
ジ
タ
ル
庁
新
設　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
無
観
客
で
開
催

岸
田
内
閣
発
足
・
第
二
次
岸
田
内
閣
発
足

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
５
類
へ

イ
ス
ラ
エ
ル  

パ
レ
ス
チ
ナ
ガ
ザ
地
区
侵
攻

ト
ル
コ
地
震
Ｍ
７
．８　

広
島
で
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
開
催

全
国
消
費
者
物
価
指
数（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）は
前
年
同
月
比
４
％
程
度

上
昇
し
続
け
る

こ
ど
も
家
庭
庁
・
こ
ど
も
基
本
法
新
設

新
元
号「
令
和
」に
改
元

消
費
税
増
税
８
％
↓
10
％

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
開
催

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
・
緊
急
事
態
宣
言
発
令

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
１
年
延
期

レ
ジ
袋
有
料
化
ス
タ
ー
ト

菅
内
閣
発
足

７
月　

西
日
本
豪
雨
災
害　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生

日
本
協
同
組
合
連
携
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）発
足

築
地
市
場
が
豊
洲
市
場
へ
移
転

北
海
道
新
幹
線
開
業　

熊
本
地
震
が
発
生

公
職
選
挙
法
18
歳
選
挙
権
施
行　

オ
バ
マ
大
統
領
広
島
訪

問　

地
球
温
暖
化
対
策「
パ
リ
協
定
」発
効　

電
力
小
売
り

全
面
自
由
化

協
同
組
合
の
思
想
と
実
践
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に

登
録

九
州
北
部
豪
雨
災
害

2019

69,135

81.6

益
田
市
匹
見
町
に
て「
道
川
生
協
の
会
」ス
タ
ー
ト

Ｂ
Ｓ
Ｓ
山
陰
放
送
主
催「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！　

Ｄ
ｅ
ａ
ｒ　

Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
〜
は
じ
め
て
ば
こ
〜
」

参
加

葉
と
ら
ず
り
ん
ご
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が「
葉
っ
ぴ
ー
」に
決
定

長
野
県
サ
ン
く
ら
ふ
と
の
会
へ
の
災
害
支
援

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
災
害
支
援
基
金

2020

70,532

93.4

「
免
許
返
納
サ
ポ
ー
ト
」ス
タ
ー
ト

夕
食
宅
配
事
業「
介
護
食
・
健
康
管
理
食
」ス
タ
ー
ト

「
㈱
ま
い
・
し
ま
ね
流
通
ラ
ボ
」設
立

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト 

森
城
冷
蔵
物
流
ス
タ
ー
ト

「
お
う
ち

DE
試
食
」が
ス
タ
ー
ト※

コ
ロ
ナ
禍
で
の
在
宅
で
の

商
品
活
動

エ
シ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
ス
タ
ー
ト

2023

72,201

93.0

2021

71,357

92.9

地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
手
数
料
無
料
化
、隠
岐
の
島
手
数
料
改
定

フ
ル
フ
ォ
ト
Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文
書
ス
タ
ー
ト

日
本
生
協
連
創
立
７０
周
年　

７
月
３０
日
が
記
念
日
に

新
し
い
組
合
員
活
動「
お
し
ゃ
べ
り
く
ら
ぶ
・
子
育
て
く
ら
ぶ
」

ス
タ
ー
ト

2022

71,762

92.7

コ
ー
プ
ア
プ
リ
導
入

隠
岐
の
島
出
張
所
稼
働
・
班
配
送
ス
タ
ー
ト

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
開
始

ト
ル
コ・
シ
リ
ア
大
地
震
緊
急
支
援
募
金

ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急
支
援
募
金

安
井
光
夫
著『
つ
ぶ
や
い
て
』刊
行

生
協
し
ま
ね
が「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」受
賞

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
人
道
危
機
に
関
す
る
緊
急
支
援
基
金

2024

　　　　

　　　

益
田
市
と「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」を
締
結

匹
見
い
い
の
里
づ
く
り
協
議
会
と
買
い
物
支
援
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

津
和
野
町
と「
高
齢
者
の
見
守
り
連
携
協
定
」を
締
結

2016

68,120

81.9

生
活
用
品（
カ
タ
ロ
グ
キ
ャ
ロ
ッ
ト
な
ど
）翌
週
お
届
け

「
全
国
お
た
が
い
さ
ま
交
流
集
会
in
神
在
月
し
ま
ね
」開
催

『
全
国〝
お
た
が
い
さ
ま
〞交
流
集
会
記
録
集
』刊
行

「
な
な
い
ろ
食
堂
」（
子
ど
も
食
堂
）オ
ー
プ
ン

「
折
り
鶴
昇
華
再
生
活
動
」ス
タ
ー
ト

2017

68,577

81.7

「
ベ
ス
ト
消
費
者
サ
ポ
ー
タ
ー
章
」受
賞

生
協
し
ま
ね
新
ビ
ジ
ョ
ン「
共
に
生
き 

共
に
創
る
豊
か
な
く
ら
し
」策
定

「
隠
岐
の
島
組
合
員
懇
談
会
」を
開
催

北
陸
エ
リ
ア
の
生
協
へ
雪
害
支
援

2018

68,614

81.1

ポ
イ
ン
ト
付
与
制
度
ス
タ
ー
ト

益
田
支
所
増
設

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
運
用
開
始

理
事
長
安
井
が「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」受
賞

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
し
ま
ね
あ
っ
た
か
元
気
便
」の
取
り
組
み
ス

タ
ー
ト

西
日
本
豪
雨
災
害
支
援 

江
津
市
へ
の
支
援
活
動

年

組合
員数
供給高
（億）

事　

業　

活　

動

組　

合　

員　

活　

動

世　

の　

中　

の　

動　

き

2015～2024年

北
陸
新
幹
線
開
業

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
ス
タ
ー
ト

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ (

持
続
的
な
開
発
目
標)

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択

2015

67,070

80.9

隠
岐
の
島
町　
「
五
箇
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」ス
タ
ー
ト

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト　

シ
ス
テ
ム
統
合（
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ
３
．０
）

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
た
が
い
さ
ま 

益
田
」ス
タ
ー
ト

「
葉
と
ら
ず
り
ん
ご
」の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

「
マ
イ
コ
ー
プ
商
品
活
動
」ス
タ
ー
ト

生
協
し
ま
ね
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

毛
利
敬
典
著『
想
い
を
か
た
ち

に
〜
生
協
、「
お
た
が
い
さ
ま
」、そ
し
て
地
域
』刊
行

40
年
に
わ
た
り
築
き
あ
げ
た
信
頼
を
も
と
に
、こ
れ
か
ら
も

「
共
に
生
き 

共
に
創
る 

豊
か
な
く
ら
し
」の
実
現
に
向
け
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
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創立総会共済事業スタート OCR注文（個人別注文）スタート「おたがいさま いずも」スタート隠岐の島事業拡大 「もずく基金」スタート折り鶴昇華再生活動のようす

1997

46,490

94.6

チ
ラ
シ（
カ
タ
ロ
グ
）回
収
ス
タ
ー
ト

冷
凍
肉
や
魚
な
ど
の
ノ
ー
ト
レ
ー
化
の
推
進

ユ
ニ
セ
フ・タ
イ
へ
そ
ろ
ば
ん（
80
面
）、リ
コ
ー
ダ
ー（
２
０
０
本
）

を
送
る

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
表
示
を
求
め
る
署
名
活
動
実
施

1996

43,476

91.5

「
週
５
日
配
送（
火 - 

土
）」ス
タ
ー
ト

運
営
委
員
会
か
ら〝
地
域
委
員
会
〞へ
名
称
変
更

「
消
費
税
率
ア
ッ
プ
に
反
対
す
る
取
り
組
み
」署
名
、首
相
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、県
選
出
国
会
議
員
ア
ン
ケ
ー
ト

1998

49,019

98.1

商
品
の
個
人
別
仕
分
け
ス
タ
ー
ト

引
越
し
サ
ー
ビ
ス
斡
旋
事
業
開
始

コ
ー
プ
レ
タ
ー
15
品
目
か
ら
30
品
目
へ

2002

53,650

84.9

５
月　
「
わ
く
わ
く
便
」ス
タ
ー
ト

「
個
人
宅
配
」ス
タ
ー
ト

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
た
が
い
さ
ま 

い
ず
も
」ス
タ
ー
ト

組
合
員
の
願
い
や
想
い
を
自
由
に
書
く「
ひ
と
こ
と
カ
ー
ド
」

ス
タ
ー
ト

2006

57,491

83.0

コ
ー
プ
中
四
国
事
業
連
合（
コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
）加
入

く
ら
し
応
援
個
配
に「
よ
ち
よ
ち
個
配
」が
加
わ
る

高
齢
化
社
会
の
な
か
で
の
生
協
の
あ
り
方
を
探
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
、訪
問
調
査
実
施

2007

57,504

81.6

７
月　

浜
田
支
所
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
注
文
」ス
タ
ー
ト

地
域
で
の
つ
な
が
り
を
深
め
る「
お
し
ゃ
べ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
」

ス
タ
ー
ト

2008

58,937

80.7

６
月　
「
個
配
手
数
料
」改
定

２
月　

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
Ｃ
Ｄ
化
開
始

「
し
ま
ね
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」発
足

「
地
域
づ
く
り
研
究
会
」発
足

2012

63,166

77.3

４
月　
「
赤
ち
ゃ
ん
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
」ス
タ
ー
ト

「
食
の
Ｏ
Ｈ
！
縁
ク
ラ
ブ
」ス
タ
ー
ト

10
月　

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
尾
道
冷
凍
物
流
ス
タ
ー
ト

「
食
べ
て 

し
ゃ
べ
っ
て 

良
さ
発
見
」ス
タ
ー
ト

2009

60,190

79.3

４
月　
「
も
ず
く
基
金
」ス
タ
ー
ト

1２
月　

島
根
県
産
飼
料
米
を
エ
サ
に
使
っ
た「
産
直
こ
め
た
ま
ご
」供
給
ス
タ
ー
ト

「
班
別
仕
分
け
」試
験
導
入
を
実
施（
松
江
南
・
雲
南
）

１
月　

津
軽
産
直
組
合
生
産
者
交
流
会
ス
タ
ー
ト

１
月　
冊
子
：『
高
齢
組
合
員
が
よ
り
豊
か
に
く
ら
せ
る
た
め
に
』刊
行

６
月　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
た
が
い
さ
ま 

大
田
」ス
タ
ー
ト

「
飼
料
米
」の
田
植
え
、稲
刈
り
交
流
会
を
開
催

2014

65,772

79.4

６
月　

創
立
３0
周
年
記
念
平
和
講
演
会
開
催

９
月　

隠
岐
の
島
町
へ
の
事
業
エ
リ
ア
拡
大（
県
内
全
て
事
業
エ
リ
ア
と
な
る
）

　
　
　

隠
岐
の
島
町「
岬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」ス
タ
ー
ト

「
ラ
ブ
コ
ー
プ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」展
開

７
月　

地
域
つ
な
が
り
セ
ン
タ
ー
開
設

８
月　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
た
が
い
さ
ま 

浜
田
」ス
タ
ー
ト

1999

50,931

97.3

11
月　

共
同
購
入
個
人
袋
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ー
ト

「
食
品
の
安
全
」の
学
習
会
開
催

保
障
＆
見
直
し
講
座
開
催

2000

52,634

94.2

１
人
で
利
用
で
き
る「
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」ス
タ
ー
ト

「
夜
間
電
話
注
文
サ
ー
ビ
ス
」ス
タ
ー
ト

食
品
衛
生
法
改
正
を
求
め
る
署
名

1995

41,143

85.4

「
コ
ー
プ
レ
タ
ー（
現
・
だ
い
す
き
カ
タ
ロ
グ
）」ス
タ
ー
ト

第
４
次
中
期
計
画（
１
９
９
６ - 

１
９
９
８
年
度
）の
策
定
に
向
け
て
検
討（「
く
ら
し

と
生
協
ア
ン
ケ
ー
ト
」実
施
）

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
の
益
金「
み
ど
り
の
基
金
」か
ら
学
校
に

「
ゆ
ず
り
葉
」の
苗
木
を
寄
贈

1994

38,470

80.2

１
月　

出
雲
支
所
新
築
移
転
オ
ー
プ
ン

３
月　

カ
タ
ロ
グ
事
業
ス
タ
ー
ト
・
商
品
案
内
カ
ラ
ー
化

３
月　

緊
急
輸
入
米
の
取
り
扱
い
決
定

10
周
年
を
祝
う
取
り
組
み（
合
唱
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
が
や
っ
て

き
た
、生
協
ま
つ
り
等
）

1991

29,964

70.9

３
月　

組
合
員
会
館
兼
本
部
事
務
所
完
成

『
Ｃ
Ｏ･

Ｏ
Ｐ・
カ
フ
ェ・
オ
・
レ
』を
開
発

配
送
エ
リ
ア
拡
大
↓
柿
木
村
・
六
日
市
町

７
月　

環
境
学
習
会
を
松
江
、浜
田
で
開
催

10
月　

酸
性
雨
測
定
活
動

商
品
活
動
交
流
会　
マ
イ
コ
ー
プ
91
運
動

1993

37,050

83.5

10
月　

商
品
代
金
の
個
人
口
座
振
替
シ
ス
テ
ム
ス
タ
ー
ト

浜
田
市
内
で
初
の
市
民
平
和
行
進
開
催

1992

33,988

79.6

２
月　

共
済
事
業
ス
タ
ー
ト

７
月　

松
江
北
、大
田
支
所
開
設

隠
岐
郡
を
除
く
島
根
県
内
全
域
を
エ
リ
ア
と
す
る

東
京 - 
広
島
市
民
平
和
行
進
へ
リ
レ
ー
参
加

〝
班
長
会
〞改
め〝
班
交
流
会
〞に

1990

25,027

55.9

11
月　

雲
南
、益
田
支
所
開
設

配
送
エ
リ
ア
拡
大
↓
瑞
穂
町
・
石
見
町
・
美
都
町

マ
イ
コ
ー
プ「
い
い
と
こ
伝
え
合
い
運
動
」ス
タ
ー
ト

８
月　

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
運
動
ス
タ
ー
ト

11
月　

迎
春
班
会
開
催

1988

17,128

31.9

９
月　

米
の
取
り
扱
い
が
ス
タ
ー
ト

翌
週
現
金
集
金
に
な
る

事
業
エ
リ
ア
拡
大
↓
桜
江
町
・
仁
多
郡

３
月　

コ
ー
プ
展
開
催

10
月　

消
費
税
に
反
対
す
る
集
い
開
催

1987

12,450

20.5

９
月　

組
合
員
１
万
人
達
成

10
月　

浜
田　

11
月　

出
雲
支
所
開
設

事
業
エ
リ
ア
拡
大
↓
大
田
市
・
川
本
町

２
月　

生
協
規
制
反
対
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動

８
月　

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
行
動
参
加

12
月　

迎
春
展
示
試
食
会
開
催

1986

7,854

10.8

『
Ｃ
Ｏ･

Ｏ
Ｐ
３．５
牛
乳
』『
も
め
ん
と
う
ふ
』を
開
発

５
月　

事
業
エ
リ
ア
拡
大
↓
江
津
市
・
浜
田
市
・
那
賀
郡
・
益
田
市

７
月　

食
品
添
加
物
規
制
緩
和
反
対
請
願
署
名

ヒ
ロ
シ
マ
虹
の
広
場
参
加

1985

4,511

5.7

３
月　

開
発
商
品
第
１
号『
食
パ
ン
1.5
斤
ブ
ロ
ッ
ク
』誕
生

事
業
エ
リ
ア
↓
４
市
５
郡（
松
江
市
・
出
雲
市
・
平
田
市
・
安
来
市
・
八
束
郡
・
能
義
郡
・

大
原
郡
・
飯
石
郡
・
簸
川
郡
）

５
月　

機
関
紙「
こ
ー
ぷ
・
し
ま
ね
」発
行
ス
タ
ー
ト

11
月　

第
１
回
生
協
ま
つ
り
開
催

1984

2,431

1.3

３
月　

松
江
支
所
開
設

11
月
19
日 
生
協
し
ま
ね
創
立（
組
合
員
２
，０
２
５
人
）

７
月　

第
２
回
母
と
子
の
平
和
映
画
会
開
催

８
月　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
へ
代
表
派
遣

グ
リ
コ
森
永
事
件

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

民
営
化
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
日
本
た
ば
こ
産
業
が
発
足

日
航
機
が
群
馬
県
御
巣
鷹
山
に
墜
落

メ
キ
シ
コ
大
地
震　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故

売
上
税
法
案
の
廃
案

国
鉄
が
民
営
化
Ｊ
Ｒ
と
な
る

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件　

竹
下
内
閣
発
足

青
函
ト
ン
ネ
ル
・
瀬
戸
大
橋
が
開
通

「
ふ
る
さ
と
創
生
」全
国
市
町
村
に
１
億
円
の
地
方
交
付
を
決
定

リ
ク
ル
ー
ト
事
件　

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

青
函
ト
ン
ネ
ル
・
瀬
戸
大
橋
が
開
通

「
ふ
る
さ
と
創
生
」全
国
市
町
村
に
１
億
円
の
地
方
交
付
を
決
定

リ
ク
ル
ー
ト
事
件　

ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

イ
ラ
ク
が
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

東
西
ド
イ
ツ
統
一

北
海
道
南
西
沖
地
震
発
生

バ
ブ
ル
崩
壊　

Ｅ
Ｕ
発
足

細
川
内
閣（
非
自
民
連
立
政
権
）発
足

羽
田
内
閣
発
足　

製
造
物
責
任（
Ｐ
Ｌ
）法
成
立

被
爆
者
援
護
法
成
立　

長
野
県
松
本
サ
リ
ン
事
件
発
生

村
山
内
閣
発
足

淡
路
阪
神
大
震
災
発
生

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件

病
原
性
大
腸
菌「
Ｏ‐

１
５
７
」に
よ
る
食
中
毒
が
発
生

米
の
販
売
自
由
化
ス
タ
ー
ト　

ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催　

橋
本
内
閣
発
足

消
費
税
５
％
に
引
き
上
げ

神
戸
市
須
磨
区
連
続
児
童
殺
傷
事
件

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

和
歌
山
市
園
部
地
区
毒
入
り
カ
レ
ー
事
件

小
渕
内
閣
発
足

米
の
輸
入
関
税
化
導
入（
米
の
輸
入
自
由
開
始
）

地
域
振
興
券
の
交
付
を
開
始

雪
印
乳
業
に
よ
る
集
団
食
中
毒
事
件

シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

森
内
閣
発
足

産
地
偽
装
、表
示
義
務
違
反
が
多
発

サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
日
本
・
韓
国
共
同
開
催

日
本
で
初
め
て
狂
牛
病（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）に
感
染

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
発
生

小
泉
内
閣
発
足

イ
ラ
ク
戦
争
勃
発

日
本
郵
政
公
社
が
営
業
開
始

東
日
本
大
震
災
・
東
電
福
島
第
１
原
発
事
故

野
田
内
閣
誕
生

野
田
首
相
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
を
表
明

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

島
根
県
西
部
豪
雨
水
害

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故 

死
者
１
０
７
人
、負
傷
者
４
０
０

人
以
上

日
本
人
の
人
口
、初
の
減
少
と
な
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
で
Ｍ
９
．０
の
地
震
が
発

生
、津
波
に
よ
り
約
29
万
人
が
死
亡

山
口
県
で
日
本
国
内
で
79
年
ぶ
り
の
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
再
び
全
面
輸
入
禁
止

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
で
Ｍ
６
．３
の
地
震
が
発
生
、

死
者
５
５
０
０
人
以
上　

安
倍
内
閣
が
発
足

郵
政
民
営
化
ス
タ
ー
ト

安
倍
首
相
が
突
然
退
陣
し
、福
田
内
閣
発
足

中
国
産
冷
凍
餃
子
事
件

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク　

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

福
田
首
相
が
退
陣
、麻
生
内
閣
発
足

消
費
税
増
税
法
成
立　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

自
民
・
公
明
両
党
が
政
権
奪
還
、第
二
次
安
倍
内
閣
発
足

国
際
協
同
組
合
年

衆
院
選
で
民
主
党
圧
勝
。政
権
交
代
で
鳩
山
内
閣
発
足

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行

オ
バ
マ
米
大
統
領
就
任

消
費
税
率
５
↓
８
％
へ

「
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」の
閣
議
決
定

広
島
市
で
の
豪
雨
土
砂
災
害

国
際
平
和
維
持
活
動（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）協
力
法
案
成
立

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催（
女
子
２
０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で

14
歳
の
岩
崎
恭
子
選
手
が
史
上
最
年
少
で
金
メ
ダ
ル
獲
得
）

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル「
エ
ン
デ
バ
ー
」で
毛
利
衛
が
日
本
人
初
の
宇
宙
飛
行

湾
岸
戦
争

雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
が
発
生　

ソ
連
解
体　

牛
肉
、オ
レ
ン
ジ
の
輸
入
自
由
化　

宮
沢
内
閣
発
足

東
北
上
越
新
幹
線
開
業

1983

組
合
員
６
２
６
名
、１
０
８
班

1982

松
江
保
健
生
協
総
代
会
で「
購
買
事
業
部
」を
設
置

組
合
員
62
名
、10
班
で
共
同
購
入
ス
タ
ー
ト

年

組合
員数
供給高
（億）

事　

業　

活　

動

組　

合　

員　

活　

動

世　

の　

中　

の　

動　

き

年

組合
員数
供給高
（億）

事　

業　

活　

動

組　

合　

員　

活　

動

世　

の　

中　

の　

動　

き

1989

21,021

43.1

２
月　

Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文（
個
人
別
注
文
）ス
タ
ー
ト

組
合
員
数
２
万
人
達
成

10
月　

商
品
セ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
稼
動

事
業
エ
リ
ア
拡
大
↓
邑
智
町
・
邇
摩
郡
・
津
和
野
町
・
日
原
町

ベ
ス
ト
コ
ー
プ
運
動

４
月　

地
区
別
総
代
会

11
月　

創
立
５
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
平
和
行
進（
県
内
）参
加

第
１
回
島
根
県
生
協
大
会
参
加

2010

60,828

78.8

２
月　

２
人
で
利
用
で
き
る「
な
か
よ
し
個
配
」ス
タ
ー
ト

４
月　
「
も
ず
く
基
金
」の
取
り
組
み
が
中
国
５
生
協
へ
広
が
る

６
月　
「
食
の
安
全
と
安
心
を
作
り
出
す
方
針
」策
定

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
尾
道
ド
ラ
イ
セ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ト

組
合
員
数
６
万
人
達
成

「
口
蹄
疫
」「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」畜
産
農
家
へ
の
応
援
と
し
て

多
く
の
募
金
、メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た

2004

56,318

81.8

創
立
20
周
年
記
念
大
バ
ザ
ー
ル
に
１
０
，０
０
０
人
以
上
が
来
場

20
周
年
記
念
料
理
レ
シ
ピ
集「
あ
る
も
ん
de
レ
シ
ピ
」作
成

「
団
体
が
ん
保
険
」取
り
扱
い
ス
タ
ー
ト

『
た
ま
ご
』『
食
パ
ン
』の
予
約
登
録
ス
タ
ー
ト

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
た
が
い
さ
ま 

ま
つ
え
」ス
タ
ー
ト

松
江
南
支
所
で「
こ
ど
も
１
１
０
番
ト
ラ
ッ
ク
」ス
タ
ー
ト

2013

64,538

77.6

４
月　

首
長
懇
談
会
開
催　

子
育
て
・
く
ら
ぶ
ス
タ
ー
ト

各
自
治
体
と「
災
害
時
支
援
協
定
」締
結

４
月　

太
陽
光
発
電
事
業
ス
タ
ー
ト

７
月　

コ
ー
プ
Ｃ
Ｓ
ネ
ッ
ト
エ
コ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ー
ト

６
月　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動　

宮
城
県
南
三
陸
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

８
月　

県
西
部
豪
雨
水
害
へ
の
支
援
活
動

2003

55,377

84.5

品
質
管
理
室
設
置

農
産
品
が
32
品
目
か
ら
45
品
目
に
増
加

「
お
し
ゃ
べ
り
忘
年
会
」開
催

2005

56,542

80.8

９
月　

Ｏ
Ｃ
Ｒ
注
文
書
を
両
面
化
し
、企
画
商
品
が
３
８
５
品
目
か
ら
５
７
２
品
目

　
　
　

に
増
加

「
く
ら
し
応
援
個
配（
ゴ
ー
ル
ド
、障
が
い
者
）」ス
タ
ー
ト

声
の
シ
エ
ル「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
」ス
タ
ー
ト

６
月　

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
お
た
が
い
さ
ま 

雲
南
」ス
タ
ー
ト

2011

62,010

78.5

４
月　
「
コ
ー
プ
の
夕
食
宅
配
」ス
タ
ー
ト

９
月　

松
江
南
支
所 

新
築
移
転
オ
ー
プ
ン

10
月　

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
開
設

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金
を
呼
び
か
け
１
，５
０
０
万

を
被
災
地
に
届
け
た

「
放
射
能
汚
染
の
影
響
と
私
た
ち
の
く
ら
し
と
健
康
」と
題
し

講
演
会
を
開
催

10
月　

冊
子
：『「
班
」の
あ
る
風
景
に
組
合
員
の
く
ら
し
と
む

す
び
つ
き
を
探
る
』作
成

2001

53,803

90.5

生
協
し
ま
ね
ビ
ジ
ョ
ン「
想
い
を
か
た
ち
に
〜
共
に
創
る
豊
か
な
く
ら
し
〜
」策
定

豚
肉
、鶏
肉
加
工
品
な
ど
の
表
示
偽
装
問
題
発
覚

子
育
て
講
座
と
交
流
会
の
開
催

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

天
皇
陛
下
崩
御「
平
成
」に
改
元

消
費
税
３
％
の
実
施

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

宇
野
内
閣
発
足

海
部
内
閣
発
足

宮
崎
県
で
口
蹄
疫
の
被
害
が
拡
大

尖
閣
諸
島
で
中
国
漁
船
が
巡
視
船
に
衝
突

鳩
山
首
相
退
陣
、菅
内
閣
発
足

1982～1999年2000～2014年


